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乳児期の遊び環境と保育者のかかわり
―２歳児クラスの観察から―

伊藤　美保子※・西　隆太朗※

Providing Play Environments and Creating Caring Relationships
with Two-year-olds in Nursery Schools

Mihoko Ito and Ryutaro Nishi

　Providing play environments and caring relationships is vital for children under three 
in nursery schools. To explore the subtle interaction and the caring environment, we 
continuously observed and video-recorded play scenes in a class of two-year-old children 
with video recording. The episodes of children’s play showed how the play enriched 
children’s images and their relatedness to each other, supported by the caring attitude of 
the nursery teachers.
　The play environment in this class was constantly changing as the children in the 
class developed. We found the responsiveness to the children’s development and the 
trusting relationship in school life quite important in providing a caring relationship and 
a suitable environment.
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１．問題

　本研究は、乳児期の保育における遊びと
環境、保育者のかかわりについて、2 歳児
クラスの観察から論じるものである。
　乳児期の保育において、遊びは重要な役
割を果たしている。また、遊びの中で子ど
もたちはさまざまな形で自らの思いを表現
するが、保育者がこうした思いをどう受け
止め、応答していくかも、子どもが自らの
主体性をもって成長していく上では、きわ
めて重要である。子ども一人ひとりの主体

性が生かされた遊びが展開していくために
は、豊かな保育環境が必要となる。
　筆者らは、乳児期の遊び環境と保育者の
かかわりについて、映像を用いた継続的な
観察研究を行ってきた（伊藤・宗高・西，
2015; 伊藤・西・宗高，2016; 伊藤・西・宗
高，2017; 西・伊藤，2017; 伊藤・西・宗高，
2018）。本研究は、これまでの 0 歳児・1
歳児クラスでの観察研究を踏まえ、同様の
枠組みを用いて、引き続き 2 歳児クラスで
の観察研究を行ったものである。なお、本
研究では「乳児期の保育」を、おおむね 3
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理解を深めることも必要になるだろう。こ
の観点からは従来の文献に加えて、状況の
個別性を捉えられる事例研究や、言語を超
えた次元を含む映像資料が意義をもつと考
えられる。本研究は、こうした事例研究の
一環をなすものである。

２．目的

　本研究は、2 歳児クラスの遊びと保育環
境、保育者のかかわりについて、保育実践
の観察を通して、質的な観点からの事例研
究を行い、2 歳児クラスにおける保育につい
て、実践に即した理解を深めるものである。

３．方法

　筆者らは 2017 年 4 月から一年間、A 保
育園の 2 歳児クラスを毎週訪れ、午前中の
約 1 時間、自由な遊びの様子を観察し、ビ
デオ等を用いて記録を取った。映像を含め
て記録を研究に用いることについては、園
から保護者に了解を得ている。
　A 保育園の 3 歳未満児クラスでは、育
児担当制による、こまやかなかかわりがな
されている。担当制による保育では、一人
ひとりの子どもに対して特定の保育士が安
定したかかわりを持つことにより、情緒の
安定と愛着の形成を図っている。とくに生
活場面では、その子の生活リズムや必要に
即して担当保育士が丁寧にかかわる一方、
遊びの場面では担当保育士だけでなく、他
の保育士がかかわる場合もあり、子どもに
とっての人間関係を広く豊かなものにして
いる。こうした担当制の実際とその詳細に
ついては、伊藤・宗高・西（2015）を参照
されたい。
　観察や記録・撮影は、乳児保育の経験を
持つ研究者が行った。筆者らは子どもたち
とも自然な形でかかわる関与観察を、保育
の流れをできる限り妨げない形で行ってい
る。乳児保育とその環境を理解する上で

歳未満児の保育を指すものとする。
　映像やエピソードなどの資料を検討する
際には、主として倉橋惣三（1965）・津守眞

（1979）らによる人間学的保育学の観点を
取り入れた。ここでは彼らによる、保育を
全人的な観点から捉え、保育者と子どもの
関係性と内的体験の意義を重視する立場を

「人間学的」と呼んでいる。子どもたちは遊
びの中で、特定の能力や機能を発達させる
だけでなく、広く全人的な意味での成長を
遂げている。したがって、子どもたちの遊
びを理解する際には、特定の能力やそれを
促進する保育技術よりも、成長を全人的な
視野から捉えること、遊びを人間としての
成長の過程の中にあるものとして見ること
が必要であろう。この点で、人間学的保育
学の観点は本研究に適したものと言える。
　本研究に関する先行研究の検討や、具体
的な研究方法に関する議論については、す
でに行ってきた観察研究（伊藤・西・宗高 , 
2016; 西・伊藤 , 2017）や、人間学的保育
学の方法論（津守，1999; 西，2018）を参
照されたい。ここではその概要のみを示す
こととする。
　乳児期の保育に関する従来の文献は、
保育者を対象とする調査研究や（阿部，
2003）、保育のあり方を示した実践書（大
阪保育研究所，2001）などが主である。一
方、筆者らは乳児期の保育の実際を、映像
記録を用いて捉える事例研究を行ってき
た。乳児期の保育においては、月齢や発達
状況の違いが大きいことから、一人ひとり
の個性に配慮することが必要である。また
移動運動や言葉の発達も過程にあることか
ら、非言語的な次元を理解し、身体的な次
元でかかわることが、とりわけ重要になっ
てくる。2 歳児クラスは、イメージや仲間
関係も豊かに広がっていく時期であり、環
境や保育者の援助を考える上でも、子ども
たちから生まれてくる遊びの実態について
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４．保育の観察とその考察

（1）2 歳児の遊びの実際｜イメージと関係
の広がり
　2 歳児の時期には、遊びを通してイメー
ジの世界や、保育者だけでなく仲間との関
係も豊かに広がっていく。そうした遊びの
実際を表すものとして、ここでは子どもた
ちから生まれた遊びの中から、特徴的な場
面を 3 つのテーマに分けて挙げる。イメー
ジと関係の展開を示すため、一場面に限ら
ず、数ヶ月を通してのクラスの変化を取り
上げた。
①　つなぐということ
　自由な遊びの時間に生まれる遊びは多岐
にわたるが、1 歳児クラスのころ以上に指
先が器用になってきたこともあり、遊具を
つなぐ遊びは年間を通してさまざまな形で
現れた。その移り変わりを、写真 1 ～ 7 で
示す。

写真 1　ボタンでつなぐ・4 月

　写真 1 は 2 歳児クラスに入ったばかり
の 4 月のものである。色とりどりのフェル
トで作られた魚、車、星などを、ボタンで
つないでいる。ボタンをはめるということ
は、着脱など普段の生活の中でも体験して
いることであり、子どもたちは大人にして
もらうだけでなく、自分自身でできるよう
になりたいとチャレンジしていくものであ
る。課題があまりに難しすぎても、容易す

は、言語化しがたい側面を捉えることが重
要である。その点では、関与観察による観
察者の体験が一つの手がかりとなるととも
に（Adamo & Rustin, 2014）、映像記録が
有用な手段となる。
　エピソードや映像を用いた保育の研究に
おいては、場面を機械的に記録するばかり
でなく、保育理解に基づいて選択すること
が必要だと考えられている（津守，1999; 
岸井，2013）。2 歳児クラスの 1 年から得
られた資料は無数にあるが、ここでは（1）
遊びの実際に見られたイメージと関係の広
がり、（2）遊び環境、（3）保育者のかかわ
りに関するエピソード・映像を取り上げる
こととする。これらは、決して 2 歳児の遊
びを完全に網羅し分類するといったことを
目指すものではない。どの遊びも、子ども
たちの可能性と、保育環境と、保育者のか
かわりがあって成り立つものであり、思い
がけないところから発展する子どもたちの
創造的な遊びとその実際は、単純な形で分
類し尽くすことはできない。本研究では、
継続的な観察から保育理解の糧となりうる
場面をさまざまに示すことによって、全体
として 2 歳児クラスにおける遊びの展開を
示すことを目指すものである。
　2 歳児の発達や生活状況に即した保育を
理解する上では、今回実施したように、自
由な遊びの時間に子どもたち自身から生ま
れてくる遊びを観察するのが一つの出発点
となりうる。また、本研究の関心は 2 歳児
クラスの保育のあり方にあるため、観察事
例は、特定の子どもの個性を記述するとい
う趣旨ではなく、その時期のクラスにとっ
て特徴的なものだったと考えられる遊びの
場面を主として取り上げることとする。場
面を提示する際は、遊びや環境の様子が分
かりやすい写真を用いるが、かかわりを扱
う際にはエピソード記録を併用する。
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　写真 2・3・4 で使われている電車は、一
つひとつの車両の前後にマグネットがつい
ている。マグネットはゆるいものなので、
自由につないだり外したり、カーブさせる
ことができる。
　写真 3 で、二人の子どもは協同で遊んだ
り作業したりというわけではないが、まっ
たく個々別々に遊んでいるというわけでも
ない。一人の男の子が電車をつないでいる
のを見て、もう一人の男の子も、自分自身
のイメージを触発されている様子が見てと
れる。紙箱でできた車とクリップという、
別の遊具を組み合わせてではあるが、先の
男の子のイメージとも関連をもちつつ、自
分なりの形を作り上げている。写真 4 では
もう一人別の男の子が、最初の男の子の遊
びに参加しようとしている様子が見られる。
2 歳児の時期にも、言葉で決めた遊びのルー
ルのような形ではないが、まったく別々の
一人遊びというわけでもなく、イメージや
心がつながっていることが示されている。

写真 5　砂場にて・8 月

　写真 5 は 8 月の砂場での遊びの場面であ
る。砂場にも、さまざまな車や列車などの
遊具が用意されており、列車のように一列
につないでいる子もいれば、横に並べてい
る子もいる。汗を流しながら、並べる・つ
なぐことに懸命に取り組んでいる様子が見
られる。

ぎて退屈なのも、楽しみの体験を妨げるこ
とが指摘されているが（チクセントミハイ，
2000）、この遊びの中では、その子の今の
指の力や器用さにとっては、ちょうどいい
難しさらしく、一心に取り組んでいる様子
が見られた。使われているアイテムの種類
はさまざまで、つないだ結果が一つのもの
としてイメージされているというよりは、
つなぐ行為そのものを楽しむ要素が強いよ
うに思われる。
　次に示すのは、7 月時点での電車遊びの
様子である。

写真 2　電車をつなぐ・7 月

写真 3　二人のイメージ・7 月

写真 4　友達と一緒に・7 月



29

　写真 7 は年度末の、3 歳以上児クラスへ
の移行が近づくころの場面である。線路は
橋となり、立体的に構築されていて、その
橋の下にも車両が密に格納されている。先
の場面に見られたような心の中のイメージ
を広げる力とともに、ものを使って立体的
に構築する知性も伸びてきていることが分
かる。
　2 歳児クラスにその時期ごとに展開され
た特徴的な遊びを通して、遊具をつなぐ遊
びが、つなぐことそのものに熱中すること
から、一つの世界をイメージしながら作り
上げることへと、広がっていく過程を見る
ことができる。
②　見立て・ごっこ遊び
　先に挙げた「つなぐ」遊びにも見立ては
含まれているのだが、ここではそれ以外に
もさまざまに広がった見立て・ごっこ遊び
を取りあげる。

写真 8　ままごと・4 月

　写真 8 は、年度初めの 4 月に見られた遊
びである。敷物があることで、その上にお
椀や飲み物を並べて、ピクニックのような
遊び方ができている。この敷物は、他の遊
びの中でも自然とさまざまな形で使われて
いる布だが、一枚の布であっても、子ども
たちのイメージを担い、また触発しながら、
遊びを広げていることが分かる。こうした
遊びは、二人の子どもの間でしばらく続い
たが、1 歳児のころ以上に、イメージを相

写真 6　街が広がる・11 月

　写真 6 は、11 月の遊びの様子である。
電車や車がつながれるだけでなく、ブロッ
クをつないだ道もできていて、車両はその
上を走っている。また、一本道ではなく、
さまざまな路線があり、車上にも人形が
乗っていて、まわりにはトンネルや家々が
あり、動物たちも集まってきている。単に
さまざまなアイテムが集まったというだけ
ではなく、ここには一つの街のイメージが
形作られている。二人の男の子は話し合っ
たり、遊具を手渡したりしながら、イメー
ジを自分自身でも、また互いの間でも、豊
かにしているようである。別段複雑で難し
い言葉を使っているわけではないが、相手
が抱いているイメージを受け止めて共感
し、それに触発されて自分自身の考えを相
手に提案しながら、互いに楽しみながら共
同作業を進める様子は、大人が考える以上
に本質的な話し合いの体験であるようにも
思われる。

写真 7　橋の上と下・3 月
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写真 11　焼き芋・12 月

　写真 11 は外遊びの一場面で、子どもた
ちが手にしているのは、丸めた新聞紙であ
る。筆者らが園庭を訪れると、子どもたち
がこの新聞紙を焼き芋だといって手渡しに
来てくれた。それらしい形に丸めただけで、
互いに焼き芋にしか見えないものになる。
こうした遊び方も、保育者が園の行事との
関連で用意したものだが、部屋の中よりも
園庭で見るからこそ、ただの新聞紙が一層
焼き芋らしく見えるのだろう。状況、環境、
保育の流れといったものが、遊びのイメー
ジをふくらませることを見て取れる。

写真 12　おめかし・1 月

　写真 12 では、男の子が鏡台に向かってお
めかししている。パフをはたきながら念入
りに化粧のノリを確認している様子は、実
際には粉などなくても、まるで大人の女性
のようである。鏡台で入念にメイクする家
庭が昨今どれだけあるか分からないが、と
もかくも大人が使うようなものがリアルに

手と共有しながら、子どもどうしで遊ぶこ
とができるようになっている。

写真 9　フルコース・7 月

　写真 9 では、友達とかかわってというよ
りは、自分自身で料理を作り上げることを
楽しんでいる。品数も揃え、一品一品もふ
んだんに食材を使いながら、できあがって
いく過程に満足そうにしている。

写真 10　レンジで調理中・11 月

　11 月には、先生方が電子レンジのよう
な遊具を新しく部屋に用意していた。子ど
もたちは一緒になって材料を入れ、できあ
がりを楽しみに待っている。
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うさぎさんを寝かせてあげている。C くん
がカードを手にして「ピッとするんだよね」
と行っているのは、旅先のホテルのカード
キーででもあるのだろうか。C ちゃんと B
くんで、「かぎ？」「かぎだよ」と確認し合っ
ている。そのうちに C くんがウレタンブ
ロックを並べ替え始めた。部屋の模様替え
のようだが、それを見たBちゃんは、「これ、
いい考え！　とってもいい考え」と喜んで
いる。

写真 13　一緒に相談・7 月

　2 歳児クラスの子どもたちが、他の子ど
ものかかわりを排除するのではなく受け入
れつつも、一対一で、一つのイメージや物
語のようなものを心で共有しながら、保育
者からの直接的な援助がなくても、自分た
ち自身で生み出した遊びをかなりの時間
にわたって続けていけることが見てとれ
る。イメージする力、かかわる力がこれだ
け育っており、それが形になるだけの保育
環境が用意されているということが分かる
が、こうした子どもたちの実態を踏まえる
ことによって、保育のあり方についてもさ
まざまに考察することができるだろう。

（2）遊び環境
　遊びの場面の中で用いられている環境の
様子についてはこれまでも触れてきたが、
ここではこの園の環境の特徴的な部分を挙
げる。

用意された環境に触発され、子どもたちは
大人の世界をイメージによって体験したり、
自分自身の姿を見つめたり、家庭の中から
外の社会に出て行くということの意味をど
こかしら感じ取っているのかもしれない。
③　友達とのかかわり
　これまで挙げてきた場面にも見られるよ
うに、友達とのかかわりは 1 歳児クラスの
ころ以上に広がり、深まっている。その様
子は、7 月の観察エピソードに見ることが
できる。

観察エピソード 子どもを育てる生活の遊び
　B ちゃんと C くんが一緒に遊んでいる。
筆者らは自由遊びが展開する中で、B ちゃ
んと C くんだけを見るのではなく、さま
ざまな子どもたちの遊ぶ様子を観察してお
り、二人の様子には断続的に目を向けてい
たが、その過程で、B ちゃんと C くんと
の遊びが一つのテーマをもってかなり長い
間、少なくとも 30 分以上にわたって続い
ていることに気づかされた。遊びの概要は
次のようなものであった。
　B ちゃんは、赤ちゃん人形のお世話をし
ながら、C くんに「薬を飲ませているんだ
よ」と言う。C くんは「ちょっとかぎを持っ
てくるね」、B ちゃんも「ちょっとトイレ
に行ってくるけど、すぐ帰ってくるから」
などと伝え合い、共同生活の中の何気ない
会話のようなものが交わされている。トイ
レに行こうとした B ちゃんは、他の子か
ら別の赤ちゃん人形を渡され、「赤ちゃん
が泣いてる」と訴えられたので、トイレに
行くのもやめてその赤ちゃんの世話をして
あげていた。
　やがて B ちゃんと C くんはベビーカー
を一緒に押して部屋の中を歩き、「うさぎ
さんもベビーカーで連れて行く」と行って、
ベランダに出て行った。ベランダで二人は
ウレタンブロックを並べてベッドを作り、
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15）。遊具や絵本は、基本的なものもあるが、
季節によって、また子どもたちの様子や行
事との関連などに応じて、変化し、新しく
用意されていくものもある。たとえば秋に
は紅葉を模したひも通しの遊具が子どもた
ちに行き渡るよう、手作りで用意されてい
た（写真 16）。

写真 17　築山と木の上の小屋

写真 18　さまざまな乗り物・4 月

写真 19　水遊び・7 月

写真 14　遊具の用意された棚・5 月

写真 15　絵本が読めるスペース・5 月

写真 16　秋の遊具・11 月

　保育室の棚は、子どもたちが自由に遊具
を手に取ることができるように開放され、
適度に整理されている（写真 14）。絵本棚
には、このころの子どもたちが関心をもつ
ような物語や、言葉のリズムが楽しめた
り、さまざまな果物や食べ物の種類を見つ
けられたり、動植物・自然を写真で図解し
たものなどが用意されている。そのそばに
はソファがあり、ゆっくりとリラックスし
て絵本を楽しめる空間となっている（写真
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写真 22　テラスにウレタンブロックを積んで

写真 23　園外散歩・3 月

　室内遊びと戸外遊びを別のものとするの
ではなく、より自由感のある環境も用意さ
れていた。写真 21 では、室内でも運動遊
びができるように、園庭の総合遊具とも少
し似た遊具が用意されていた。また、写真
22 のように風の通るテラスも活用されて
おり、園庭ではなくても開放感をもって遊
ぶことができている。写真 23 は保育室や
園庭を越えて、年度末の園外散歩で近所の
公園に行った際のものである。園外散歩に
は、着替えたり、靴を履いたり、少し長い
距離を気をつけて歩いたり、いつもと違う
環境で運動遊びを楽しんだり、そしてみん
なと一緒にお弁当を広げて食べたりと、さ
まざまなことが含まれている。その時期ま
での成長や、できるようになってきたこと
のすべてが、楽しみの中で生かされている
様子を見ることができた。

写真 20　ログハウスの内と外・11 月

　園庭にも総合遊具や築山、木の上の小屋
などがあり、さまざまに戸外遊び・運動遊
びを楽しむことができる環境が整えられて
いる（写真 17）。また、三輪車や四輪車な
どの乗り物が多数用意されており、子ども
たちは年度初めの 4 月から、乗りこなし
ていくチャレンジを楽しんでいた（写真
18）。夏の水遊びでは、外で水に触れたり、
こぼしたり注いだりを実際に体感しなが
ら、保育者とともに楽しむ様子が見られた

（写真 19）。部屋の中でジュースを見立て
ているのとは違って、それがより実感ある
ものとして体験できるのも、園庭という環
境の特徴だと言えるだろう。ログハウスは
少し中が見えるものになっており、子ども
たちはかくれんぼをしたり、少し空いた隙
間からいないいないばあのようにしたり、
手や棒を差し入れて内と外とのやりとりを
するのを楽しんでいる（写真 20）。

写真 21　室内での運動遊び環境
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　写真 24 は、運転に興味をもっている子
どもたちに応えて、保育者がウレタンブ
ロックを少し並べることで、まわりの何人
かの子どもたちでの電車ごっこが始まった
ところである。これは環境を通しての保育
者の援助と言えるだろう。写真 25 では列
車をつないで遊ぶ子どもたちに応えて、保
育者が軽い段ボール箱でできたトンネルを
提示することにより、子どもたちは新しい
遊び方を見出している。写真 26 では、赤
ちゃん人形を抱っこしながら椅子に座って
いる女の子がパーティをしたいと言うのに
応えて、傍らの保育者が一緒に用意をした
りしているうち、遊びが他の子どもたちに
も広がっていった。
　子どもたちが遊びのイメージを実現しき
れないでいるときや、遊びが散漫になりそ
うなときなど、言葉や表情で直接にかかわ
ることも必要だが、こんなふうに環境に
よって応えていくことで事態が展開し、新
しい遊びの楽しさが広がっていくこともあ
る。保育環境とは固定したものばかりでな
く、子どもたちの思いに応えて、子どもた
ちとともに生きて動くものだと考えられる

（西，2017）。
　もちろん保育者は、直接的な援助を日常
的に行っている。たとえば、子どもがジュー
スを持ってくれば、「私もそのジュースが
一番好きなんだ。あら、他にもあるの？」
など、その子が言った言葉を大事に受け止
めて共感しながら、子どもも自分自身で考
えることができるような言葉がかけられて
いた。こうした応答は、言葉のレパートリー
の問題というよりは、保育者が子どもの遊
びの世界がどんなものか、体験的によく
知っていて、その世界を心から尊重し、と
もに楽しみ、そこから生まれてくる子ども
たちの成長を願う思いから、生み出されて
いるように思われる。

（3）保育者のかかわり
　遊びを取りあげた節にも示されているよ
うに、2 歳児クラスでは、子どもたちどう
し、保育者の直接的な援助がなくても遊び
を広げていく力も育っている。一方で、子
どもたちが安心して自分たち自身の遊びを
広げていける背景には、保育者の日々のか
かわりや担当制によって培われた愛着ある
信頼関係がある。子どもたちは自分たちで
一心に遊びこみながらも、折に触れて先生
の名を呼び、自分が楽しんでしていること
を見てもらおうとする姿がよく見られた。
保育者は、直接的にも、間接的にも、子ど
もたちの遊びを支える援助を行っていた。

写真 24　電車に乗って・4 月

写真 25　トンネルをくぐる列車・7 月

写真 26　食卓を囲むパーティ
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く影響していると言える。
　環境や応答は、保育者の保育観・人間観
の表現とも見ることができるだろう。その
影響は、子どもたちの遊びの様子や、クラ
スに漂う雰囲気にも表れる。子どもたちが
遊具を手に取りやすい環境に配慮している
クラスでは、自由な遊びの中で子どもたち
自身が伸びていくことを願っているのであ
り、棚を閉ざして遊具を整頓しているクラ
スでは、保育者は子どもたちが片付けの生
活習慣を学ぶことの方を重んじているので
ある。「本園では何を大事にしているのか」
などと言葉化された理念や保育観も重要だ
が、実際の保育環境やクラスの雰囲気、保
育者の応答、子どもたちの遊びの内実にこ
そ、保育者の「実際に使われている理論」

（theory-in-use;  Schön，1983）を見ること
ができる。
　自由感を大切にする保育は、保育者がも
つ理論だけでなく、保育者の心の動きに根
ざしたものでもある。浜口（2001）は、自
由感のある保育について、保育者が葛藤を
もちこたえる力を要するものであることを
指摘している。あらかじめ決められた方法
や環境だけでなく、観察で見られたように、
そのときどきの子どもたちの訴えや、新し
い遊びの可能性をもちこたえながら応答し
ていく保育者のあり方からも、そうした自
由感を支える保育者の心のありようを学ぶ
ことができる。

（2）子どもの遊びをよく見るということ
　子どもの遊びは、大人の目から見れば他
愛もないものに見えるかもしれない。遊び
の「教育的」意義を認めることとされてい
る保育者であっても、設定保育はともかく、
自由遊びについては、「よく遊んでいるな」
といった大雑把な把握や、「ちゃんと片付
けられるか」といった管理者的なものの見
方をしている場合もあるかもしれない。
　けれども、その遊びの中で、一人ひとり

５．考察

　それぞれの観察場面から、保育について
読み取れること、考えさせられることにつ
いては、各場面に関連してある程度述べて
きた。ここでは、個々の場面を超えて共通
する点について論じる。

（1）遊びにおける自由感と環境
　本研究では主として子どもたちから生ま
れる自由な遊びを観察した。もちろんこの
2 歳児クラスでは、何人かの子どもたちで、
あるいはクラス全体で、まとまった活動も
行えるようになってきており、そうした保
育もなされているのだが、その場合でも、
一斉に同じ活動をさせるということではな
くて、子どもたちの自由感を大切にしなが
ら、一人ひとりが楽しめるような保育が展
開されている。
　遊びと環境、保育者のかかわりを観察す
る中で、子どもたちの自由感を保証するた
めにさまざまな配慮がなされているのを見
ることができた。たとえば棚一つをとって
みても、観察では子どもたちが自由に遊具
を手に取れるようになっていた。仮に、棚
が引き出しになっていたり、常時ふたが閉
じられていたり、子どもの手の届かない段
があったり、細かに整理されていて戻すの
に労力が要ったりすれば、それだけ子ども
が自分の意思で使う上ではハードルが高く
なることになる。遊具について言えば、子
どもたちの人数に比して明らかに少ない数
しか用意されていなかったり、その時期の
子どもの発達にそぐわないものや、子ども
たちがもう使わなくなってしまったものが
多かったりすれば、それだけ子どもの自由
感は妨げられることになる。保育環境の作
り方、あるいはそのときどきの子どもの遊
びの流れに合わせてどう環境を変化させ、
保育者自身が応答していくかが、子どもた
ちの遊びのありようや、その自由感に大き
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の子どもが成長し、自分自身の世界を表現
し、自分自身のアイデンティティを築こう
としており、ささやかに見える遊びの中に、
その過程が現れている。「つなぐ」遊びの
中にも示されているように、すぐに言葉化
できる目立った形ではなくても、イメージ
を介して心がつながっていく過程を、遊び
の様子から窺うことができる。そこでは、
人が人と出会う原点となる力が培われてい
る。「子どもを育てる生活の遊び」のエピ
ソードが示すように、保育者が直接にかか
わらなくても、あるいは保育者が気づかな
いようなところでも、そうした遊びは展開
されている。
　子どもたちに保育者が応答し、そのとき
どきに応じて環境を用意していく上では、
子どもの遊びをよく見ていること、理解し
ていることが必要になる。その際には、保
育の過程や、一人ひとりの内的な世界、ふ
とした瞬間に生まれる遊びなど、遊びをよ
り深く見ていく目が求められる。保育者が
遊びを見る目は実践知的な性質をもってい
る。したがって、たとえば保育を離れた者
が「この観点から見れば解き明かせる」と
いうようなものではない。子どもたちの遊
びの世界は、そうした大人の既成概念を超
えるものを含んでいる。また遊びを見る目
は実践知的な性質をもつものとして、一通
りの正解があるとは限らない。その点では、
具体的な事例研究を重ねていくことは、そ
れぞれの保育者・保育研究者がもっている

「遊びを見る目」を具体的に示すことにつ
ながるだろう。本研究はそうした試みの一
環である。
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